
 
 
 
 
 
 

令和 6 年度 栃木県こどもモニター 
第１回アンケート結果 
（高校生～22 才） 



調査実施の概要 
 
 

1. 栃木県こどもモニターってなに 
 栃木県は、こどもに関する施策を考えて実現するため、こどもや若者、保護者の意見やアイデアを
継続的に集め、政策に取り入れることを目的として「栃木県こどもモニター」を募集します。 
 モニターのみなさんには、栃木県についてのアンケートから意見を収集し、これからの栃木県の
施策やルール作りにつなげていきます。 
 もっと暮らしやすい栃木県になるように、いっしょに考えよう！ 
 

2. 第１回アンケート期間 
令和 6年 7月 9日（火曜日）から 8月 5日（月曜日） 
 

3. アンケート方法 
アンケート対象者にメールで回答URLを送付、WEBサイトを通じてアンケートに回答。 
 

4. モニター数 
185 名 
 

5. 第１回アンケート回答者数 
124 名 
 

6. 第１回アンケート回答率 
67.0％ 
 
※「その他」を選択した場合の自由記述欄は原文のまま掲載しています。 
 
 



性別 
アンケート 
対象者 

回答人数 構成比 回答率 

男性 50 34 27.4% 68.0% 

女性 133 90 72.6% 67.7% 

その他 2 0 0.0% 0.0% 

合計 185 124 - 67.0% 
 

学年 
アンケート 
対象者 

回答人数 構成比 回答率 

高校 1年生 27 24 19.4% 88.9% 

高校 2年生 94 50 40.3% 53.2% 

高校 3年生 12 12 9.7% 100.0% 

16 才 2 1 0.8% 50.0% 

17 才 2 0 0.0% 0.0% 

18 才 5 3 2.4% 60.0% 

19 才 11 10 8.1% 90.9% 

20 才 17 10 8.1% 58.8% 

21 才 13 12 9.7% 92.3% 

22 才 2 2 1.6% 100.0% 

合計 185 124 - 67.0% 
 
※ 集計結果は百分率(%)で示し、小数点以下第 2位を四捨五入して算出したものになります。 
そのため、合計が 100.0%にならないものがあります。 

 
 
 
 



Q1.「いまの農業を取りまく課題」のなかで、知っているものは次のう
ちどれですか。【いくつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「農業従事者の減少・高齢化が加速していること」(112 件)が最も多く、以下、「食料自給率の低
下」(105 件)、「異常気象や病害虫の影響を受けるリスクの高まり」(58件)などが続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ TPPの関税撤廃による海外産作物の流入と市場価格競争の激化 
・ 今、大学の農学部で学んでいます 
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農業従事者の減少・高齢化が加速していること

食料自給率の低下

異常気象や病害虫の影響を受けるリスクの高まり

農地面積の減少や耕作放棄地の拡大など、農地や農業用
施設が荒れてしまうこと

昔から受け継がれてきた技術や伝統野菜などが失われて
しまうこと

ライフスタイルの変化等に伴う、食生活における農業・
農村を意識する機会の減少

農産物への適正な価格転嫁などによる生産者の所得確
保・向上が進んでいないこと

農村の人口減少により、田園風景や伝統文化が失われる
こと

ロボット、AI等の先端技術の活用や環境負荷を低減する
取組が進んでいないこと

その他（記述）



Q2.あなたは「自分も栃木県の農業を応援する行動をとりたい」と思い
ますか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「できるだけ行動をとりたい」(60%)が最も多く、「積極的に行動をとりたい」(19%)続いており、
行動をとりたいと考えているひとは、73％であった。 
 

 

 

積極的に行動を
とりたい, 19%

できるだけ行動をとりたい, 60%

どちらともいえ
ない, 13%

あまり行動をとりたくない, 7% 行動をとりたくない, 1%



Q3.「Q2」で「積極的に行動をとりたい」「できるだけ行動をとりた
い」を選んだ方にお聞きします。そう思った理由を教えてください。
【いくつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「地元で頑張っている生産者を応援したいから」(69件)が最も多く、以下、「地元で生産される農
産物を食べたいから」(63件)、「栃木県の地域経済の維持・活性化のため、農業の維持は大切だと
思うから」(39件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 自分で就農や６次産業等に興味があるから 
・ 栃木県の、農作物を食べるから、。 
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地元で頑張っている生産者を応援したいから

地元で生産される農産物を食べたいから

栃木県の地域経済の維持・活性化のため、農業の維持は
大切だと思うから

栃木県の農業が支える、地域の豊かな食文化や伝統文化
を守りたいから

栃木県の豊かな田園風景や自然環境を守りたいから

栃木県の農村地域を盛り上げたいから

栃木県が好きで、地域に関することなら何でも応援した
いから

親類や知り合いが栃木県で農業を営んでいるから

その他（記述）



Q4.「Q2」で「あまり行動をとりたくない」「行動をとりたくない」を
選んだ方にお聞きします。そう思った理由を教えてください。【いくつ
でも選んでください】 

 

 

 
【調査結果の概要】 
「栃木県産にこだわらず、国産の農産物を応援したいから」(8件)が最も多く、以下、「応援する行
動のきっかけがない、又は、具体的な行動が分からないから」(7件)、「栃木県の農業について、よ
く知らないから」(6件)などと続いている。 
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栃木県産にこだわらず、国産の農産物を応援したいから

応援する行動のきっかけがない、又は、具体的な行動が
分からないから

栃木県の農業について、よく知らないから

輸入で食料が十分手に入れば、国産（栃木県産を含む）
にこだわる必要はないから

県外産の農産物（水産物を含む）があれば十分だから

農業や農産物に興味がないから

生産者や食品事業者が努力すべきことだから

他の地域（出身地や住んでいたことがある地域など）の
農業を応援しているから

食に対する興味がないから

その他（記述）



Q5.「Q2」で「積極的に行動をとりたい」「できるだけ行動をとりた
い」を選んだ方にお聞きします。どういった行動で応援したいと考えて
いますか。【３つまで選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「買い物や外食において県産農産物を選ぶ」(77件)が最も多く、以下、「食や農業に関する情報を
収集し、理解を深める」(41件)、「県産農産物を扱うマルシェなど、農産物販売イベントに参加す
る」(24 件)、「摘み取り体験など、農業体験などのイベントへ参加する」(24 件)などと続いてい
る。 
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買い物や外食において県産農産物を選ぶ

食や農業に関する情報を収集し、理解を深める

県産農産物を扱うマルシェなど、農産物販売イベントに
参加する

摘み取り体験など、農業体験などのイベントへ参加する

農業ボランティアに参加する

食や農業の魅力などについて情報発信する

農業に携わる仕事に就く（短期アルバイト、パートを含
む）

その他（記述）



Q6.あなたが応援したいと思う農業は、どんな農業ですか。【３つまで
選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「美味しい農産物を届けてくれる農業」(105 件)が最も多く、以下、「農薬や化学肥料の使用量を
減らした栽培や有機栽培など、環境に配慮した農業」(52件)、「田園風景や里山の保全などに取り
組み、地域の環境づくりに貢献する農業」(45件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 特産物の価格が優しい（低い）農業 
・ 伝統的な作物を継承する農家さん 
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美味しい農産物を届けてくれる農業

農薬や化学肥料の使用量を減らした栽培や有機栽培な
ど、環境に配慮した農業

田園風景や里山の保全などに取り組み、地域の環境づく
りに貢献する農業

障害者や高齢者など、様々な人の就労や生きがいづくり
の場を生み出す農業

先端技術の活用や新たな販路開拓などに、意欲的に取り
組む農業

地元で代々続く農家など、地域に根ざした農業

家族ぐるみで、小規模で頑張る農業

積極的な情報発信で、農産物が届くまでの工程が身近に
感じられる農業

法人化や組織づくりにより、大規模に頑張る農業

その他（記述）



Q7.「地産地消」という言葉の意味を知っていますか。【ひとつだけ選
んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「意味を知っている」(89%)が最も多く、以下、「言葉を聞いたことはある」(10%)、「知らない」
(1%)と続いている。 
 
 

意味を知っている, 89%

言葉を聞いたことはある, 10%
知らない, 1%



Q8.栃木県は、毎月 18 日を「とちぎ地産地消の日」としています。その
ことを知っていましたか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「知らなかった」(70%)が最も多く、以下、「言葉を聞いたことはあった」(22%)、「言葉も日にち
も知っていた」(8%)と続いている。 
 
 

言葉も日にちも知っていた, 8%
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とはあった, 
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知らなかった, 70%



Q9.内閣府は、毎月 19 日を「食育の日」としています。そのことを知っ
ていましたか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「知らなかった」(69%)が最も多く、以下、「言葉を聞いたことはあった」(27%)、「言葉も日にち
も知っていた」(4%)と続いている。 
 
 

言葉も日にちも知っていた, 4%
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知らなかった, 69%



Q10.あなたが住んでいる地域で生産されている、主な農産物をいくつ知
っていますか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「3個以上知っている」(57%)が最も多く、以下、「1個以上知っている」(22%)、「5個以上知っ
ている」(18%)などと続いている。 
 
 

５個以上知っている, 18%
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知らないが、興味はある, 2%
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Q11.学校以外で、農業についての体験をしたことがありますか。次のう
ち行ったことがあるものを選んでください。【いくつでも選んでくださ
い】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「家庭菜園」(80 件)が最も多く、以下、「果物狩り」(72件)、「野菜の種・苗植えまたは収穫」(53
件)、「お花の手入れ」(53件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 祖父母の家で体験した 
・ 芋ほり 
・ 藍の収穫 
・ 家がいちご農家でその手伝いをしているので経験がある 
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家庭菜園

果物狩り

野菜の種・苗植えまたは収穫

お花のお手入れ

田植えまたは稲刈り

味噌づくりやそば打ち、ジャムづくりなどの農産物加工
体験

牧場での乳搾りなどの体験

行ったことはない

その他（記述）



Q12.「日本人は、特に義務教育を終えた年代から、カルシウムの摂取量
が足りていない」という調査結果があります。牛乳・乳製品は、カルシ
ウムを効率的に摂取できる食品ですが、あなたは牛乳・乳製品を摂取す
るように心がけていますか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「心がけて、よく摂取している」(55%)が最も多く、以下、「心がけているが、購入する機会が少な
く、あまり摂取できていない」(28%)、「心がけていない」(17%)と続いている。 
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Q13.栃木県では、外国人住民が増えています。外国人住民を理解する上
で（あなたが外国人の場合は日本人住民を理解する上で）、難しさを感
じる（感じた）ことはありますか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「ある」(58%)が最も多く、以下、「わからない」(22%)、「ない」(20%)と続いている。 
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Q14.日本人住民と外国人住民が、同じ地域で仲良く・助け合って暮らす
ために、どのようなことが大切だと思いますか。【いくつでも選んでく
ださい】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「コミュニケーションをすること（挨拶・会話・遊ぶ・交流するなど）」(98件)が最も多く、以下、
「お互いの文化・習慣などを知ること（学ぶこと）」(89件)、「日本人と外国人の両方が地域のル
ールを守ること」(75件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ お互いの潜在的な苦手意識をなくすこと 
・ 外国人が日本のルールに従うこと 
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コミュニケーションをすること（挨拶・会話・遊ぶ・交
流するなど）

お互いの文化・習慣などを知ること（学ぶこと）

日本人と外国人の両方が地域のルールを守ること

お互いの言葉を知ること（学ぶこと）

日本人と外国人の両方が地域で一緒に何かに取り組むこ
と

日本人と外国人ひとりひとりが友達になること

その他（記述）



Q15.日本人住民と外国人住民が、同じ地域で仲良く・助け合って暮らす
ために、具体的にどのようなことが効果があると思いますか。アイデア
を教えてください。【いくつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「お祭りや運動会など、お互いが参加しやすい地域の活動・イベントをつくる（増やす）」(81件)
が最も多く、以下、「外国人住民に、日本人が外国のことを直接教えてもらう機会をつくる」(55件)、
「学校や公民館などで、日本人が外国のことを学べる機会をつくる（増やす）」(51件)などと続い
ている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 外国人にも日本について知ってもらう。 
・ 生産野菜で外国料理を教わりたい 
・ イベントなどでは結局外国人住民の方を迎え入れたいという方しか集まらないと思うのでイベ

ントで交流するなどの案は効果がないと考えます。ですが、今の所それ以外のアイデアが浮か
びません。 

・ 外国人住民に日本のルールを学ぶ機会をつくる。 
・ 外国人に日本の文化習慣を学んでもらう 
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お祭りや運動会など、お互いが参加しやすい地域の活
動・イベントをつくる（増やす）

外国人住民に、日本人が外国のことを直接教えてもらう
機会をつくる

学校や公民館などで、日本人が外国のことを学べる機会
をつくる（増やす）

地域の困りごと（人手不足や災害対策など）を外国人住
民に相談し、手伝ってもらう

その他（記述）



Q16.美術館を訪れるときに、心理的なハードルを感じることはあります
か。また、感じる場合、どのようなものがハードルとなりますか。【い
くつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「特に感じない」(63 件)が最も多く、「展覧会などの内容が難しそうだと感じるから」(31 件)、
「静かにしなくてはいけないと感じるから」(20件)、「美術に興味がないから」(20件)などと続い
ている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 知識があまりないので知らない人の作品ばかりを見ることになってしまうから 
・ 行ったことないです。 
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Q17.栃木県立美術館で、楽しく制作活動を行うことのできるワークショ
ップ「アートラウンジさくら塾」や、美術館の作品をみんなで鑑賞する
様々なイベントなど、様々な世代が参加できるイベントを開催している
ことを知っていましたか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「知らなかった」(82%)が最も多く、以下、「知っているが参加したことはない」(14%)、「知って
いて参加したことがある」(4%)などと続いている。 
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Q18.参加するイベントなどの情報収集は、どのような媒体で行っていま
すか。【いくつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「SNS などのインターネット」(97 件)が最も多く、以下、「学校からのお知らせ」(74 件)、「児
童館や商業施設などにあるチラシ」(27件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 友達や親からの情報提供。 
・ 親や友達 
・ 家族に教えてもらう 
・ 親 
・ 特に積極的に収集していない 
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学校からのお知らせ

児童館や商業施設などにあるチラシ

その他（記述）



Q19.今後、栃木県立美術館で開催してほしいイベントや企画展などをお
聞かせください。【いくつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「美術館の作品について知ることができるイベント」(58件)が最も多く、以下、「自分で作品をつ
くるイベント」(44件)、「美術館のお仕事が体験できるイベント」(39件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ バックヤードを見学できるイベント 
・ アニメ、漫画、ゲームなどのサブカルチャーのイラストやデザインの展示もしくはコラボ

Splatoon 展の復刻イベント的なのがあったらすごく嬉しい 
・ 昔の東アジアの作品など 
・ もう開催していたら申し訳ないのですが、栃木県で取れた化石を展示して欲しいです。 
・ 体験(例えば、蜂の巣の絵があったらその空間だけハチミツの匂いがして、自分も絵の世界に入

り込めるみたいな)できる美術館 
・ 岡本太郎タローマン 
 
 

58

44

39

7

美術館の作品について知ることができるイベント

自分で作品をつくるイベント

美術館のお仕事が体験できるイベント

その他、新しいイベントのアイディアや、見てみたい画
家・作品などがあれば教えてください（記述）



Q20.栃木県が実施している、妊娠、出産・子育て期における「こども施
策」（主に県が自らの判断で実施しているもの）について、知っている
ものは次のうちどれですか。【いくつでも選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「こども医療費助成制度（市町が行う医療費公費負担への助成）」(89件)が最も多く、以下、「と
ちぎ笑顔つぎつぎカード（協賛店舗・施設による割引・サービスの提供）」(64件)、「妊産婦医療
費助成制度（市町が行う医療費公費負担への助成）」(34件)などと続いている。 
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17
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5

こども医療費助成制度（市町が行う医療費公費負担への
助成）

とちぎ笑顔つぎつぎカード（協賛店舗・施設による割
引・サービスの提供）

妊産婦医療費助成制度（市町が行う医療費公費負担への
助成）

第３子以降保育料等免除事業（市町が行う保育料等免除
への助成）

食物アレルギー対応給食提供事業（調理員増員を行った
保育所等への助成）

どれも知らない

男性育休推進企業奨励金（初めて男性従業員に育児休業
を取得させた中小企業事業主に対する奨励金支給）

栃木県子育て支援ポータルサイト「とこぽ」（支援制度
やこどもの体験・学びの場など子育てに役立つ情報の発

信）

ようこそ赤ちゃん！支え愛（あい）事業（保健師による
妊娠届出時面談や新生児の自宅等訪問時の企業協賛品等

の提供）

１歳児担当保育士増員事業（保育士増員を行った保育所
等への助成）



Q21.現在、日本においても、栃木県においても、少子化が進行していま
す。その主な原因は、どこにあると思いますか。【３つまで選んでくだ
さい】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「結婚に対する意識の変化（「結婚する・しないは自由」という意識の浸透）」(72件)が最も多く、
以下、「保育料や高校・大学の学費など、子育てにお金がかかりすぎること」(71件)、「長時間労
働など、仕事と子育てを両立できる環境が不十分であること」(53件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ 正規雇用でも収入が少ない。物価が高い、自分の生活でいっぱい。 
・ 意識の変化 
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結婚に対する意識の変化（「結婚する・しないは自由」
という意識の浸透）

保育料や高校・大学の学費など、子育てにお金がかかり
すぎること

長時間労働など、仕事と子育てを両立できる環境が不十
分であること

非正規雇用など収入が不安定のため、結婚に踏み切れな
い人が多いこと

「子育ては大変」というイメージが浸透していること

こどもを持つことに対する意識の変化（「こどもを持
つ・持たないは自由」という意識の浸透）

出会いが少ないなど、適当な相手に巡り会う機会が少な
いこと

「晩婚化」「晩産化」が進んでいること

その他（記述）



Q22.国の調査では、「『夫婦が実際に予定するこどもの数』は、『理想
とするこどもの数』を下回る」との結果が出ています。どうしたら、理
想とするこどもの数を持てる人が増えると思いますか。【３つまで選ん
でください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「十分な収入があること」(87 件)が最も多く、以下、「仕事と家庭の両立が可能であること」(70
件)、「社会や周囲の人から、子育てへの支援が得られること」(38件)などと続いている。 
 
【その他の自由記述】 
・ ３つでなく、すべてかと思います 
・ 社会や周囲の人から、子育てへの支援が得られること・教育・保育の提供体制（保育所の整備な

ど）が十分であること・保育料や教育費などに対する経済的支援が十分であること・安心して妊
娠・出産ができること 

・ 育児休暇中(望ましいのは子供が 5 歳になるくらいまで)には両親ともに働かなくてもいいくら
いの支援金を全員に配ったり、奨学金制度をもっとハードル低くしたりする。 

87

70

38

37

36

29

16

15

3

2

十分な収入があること

仕事と家庭の両立が可能であること

社会や周囲の人から、子育てへの支援が得られること

配偶者や家族から、子育てや家事への協力が得られるこ
と

保育料や教育費などに対する経済的支援が十分であるこ
と

教育・保育の提供体制（保育所の整備など）が十分であ
ること

安心して妊娠・出産ができること

子育ての楽しさや喜びについて、社会全体で共有される
こと

不妊治療などへの支援が十分であること

その他（記述）



Q23.結婚や子育てに関しては、さまざまな価値観や考え方があります。
次のうち、あなたの考えに一番近いものはどれですか。【ひとつだけ選
んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「結婚してこどもを持ちたい」(60%)が最も多く、以下、「結婚はしたいが、こどもは持ちたくな
い」(14%)、「結婚も子育てもしたくない」(13%)などと続いている。 
 
 

結婚も子育てもしたくない, 13%

結婚はしたくな
いが、こどもは
持ちたい, 6%

結婚はしたいが、
こどもは持ちたく
ない, 14%結婚してこどもを持ちたい, 60%

答えたくない, 7%



Q24.「Q23」で「結婚はしたいが、こどもは持ちたくない」「結婚して
こどもを持ちたい」を選んだ方にお聞きします。あなたは、何歳頃に結
婚したいと考えていますか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「20代後半」(61%)が最も多く、以下、「20代前半」(25%)、「30代前半」(11%)などと続いて
いる。 
 
 

10代, 3%

20代前半, 25%

20代後半, 61%

30代前半, 11%

30代後半, 0%
40代以上, 0%



Q25.「Q23」で「結婚はしたくないが、こどもは持ちたい」「結婚して
こどもを持ちたい」を選んだ方にお聞きします。あなたは、何歳頃にこ
どもを持ちたいと考えていますか。【ひとつだけ選んでください】 

 

 
 
【調査結果の概要】 
「20代後半」(67%)が最も多く、以下、「30代前半」(19%)、「20代前半」(12%)などと続いて
いる。 
 

10代, 0%

20代前半, 12%

20代後半, 67%

30代前半, 19%

30代後半, 2%

40代以上, 0%


